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事業所名 うさぎとクローバー      

運 営 推 進 会 議 開 催 報 告 書 

開催日時 平成 ３１年 ３月 15日（ 金 ）１０時０0分～10時 30分 

参 加 者 議   題 

利用者       1 名 

利用者家族     0 名 

地域住民の代表者  1 名 

市職員       1 名 

地域包括支援センター職員  1 名 

事業所       2 名 

うさぎとクローバーの運営状況の説明 

 ・会社概要について 

・利用者状況について 

・年間行事、取り組みについて 

 ・事故、ヒヤリハットについて 

 ・地域への取り組みについて 

会    議    録 

資料に基づいて、ご説明をさせていただきました。 

  

□利用者代表の話 

 うさぎに来ることが毎回楽しみです。 

 声を出して笑えるからとてもいい。家にいてぽけーっとしていたら 

 つまらない。以前は地域の集まりにも参加できたが、足が悪くなってからは 

家族に送迎を頼まないといけなくなってしまった。送迎があるから通える。 

 

□ご質問があった内容 

 ・手芸が盛んに行われているが、男性利用者は何をしていますか？ 

      →手芸（きめ込み）をされています。 

       ご自分で完成時期の目標設定をされ取り組んでおられます。 

       女性利用者さんともお話をされています。 

 

□ご意見として 

・包括職員より 

 家族は外に出したくても、本人が嫌がるケースが多い。 

 午後教室の種類の多さやほかの人のためにという目的があるので誘いやす

いと思います。午後教室をきっかけに介護サービスにつなげることができ

たらと思う。エステ・美容関係に興味のある方も多いので、メイク教室など

もよいのではないか？ 

 春休みにこども参加できる取り組みも良いと思います。 

 教室での出会いを通して子育て世代がおばあちゃん達に子育て相談などで

きたら良いと思いました。 



 

・市職員より 

  男性に向けた取り組みが増えると良いなと思います。 

  午後教室は対象をどこまでにするかで内容が難しいとは思うが、子ども 

から高齢者まで楽しめるように色々と取り組んでいけると良いですね。 

   

 

 ・地域の方より 

  開放的。地域の方が困った時に気軽に相談にこれる場所であってほしい。 

  地域でも色々なグループがそれぞれに活動しているが、参加する方が自分 

  にあった場所を見つけて参加できると良いと思う。 

  月に一回のカフェには協力したいと思う。 

 

□次回開催日程について 

 平成３１年６月１４日（金） １０時から 

 

  



 

 

 

 

 

 

うさぎとクローバー 運営推進会議資料 

 

平成 31年 3月 15日 

 

＜企業理念＞ 

・私たちは、福祉サービスを通じて、人の心を豊かにします。 

・私たちは、地域の困り事を解決し、住み良い社会つくりに貢献します。 

・私たちは、変化に対応しつつ支え合い、学びながら成長し続けます。 

 

 

＜うさぎとクローバー方針＞ 

笑顔で気持ちよく利用者の横に座って傾聴し、利用者のニーズを把握し、必要なサービスを起

こす。日頃からアンテナを高くして利用者が他者貢献の喜びを通して生きがいを感じられる

ような企画を提供し、接客力を高め、利用者と一緒に楽しみます。デイサービスの固定概念を

覆す教室型サロンを目指して協力し合い、利用者が自ら来たいと思えるサービスを提供し続

けます。 

 

 

＜施設案内＞ 

 開設日 ：平成２５年６月  

 営業時間：９：３０～１２：４０ 

  “元気な方の予防型サロン”として入浴設備はありません。 

 定休日：土曜、日曜日 １２月２９日から１月３日 

 

 

＜利用状況について＞  平成 31年 3月 15日現在 

 登録 人数： ２２名（男性 １名、女性 ２１名）  

 要介護認定：  ９名  

 要支援認定：  ５名 

 事業対象者：  ８名 

 平均介護度： 要介護者 １．４  要支援者 １.４ 

 



＜毎日の取り組み＞ 

 送迎のご希望のある方のご自宅までお迎えに伺います。 

来所してバイタルチェック、お茶タイム。 

手先を動かしながらのおしゃべりで認知症予防に取り組んでいます。 

    手芸テーブルとお菓子作りテーブルに分かれて活動します 

 昼食前には全身運動と口腔体操を行います。 

 オープンキッチンで手作りの昼食をスタッフもみな一緒にいただきます。 

 ゆっくりとお話しをした後、ご自宅にお送りします。 

 

 

＜年間行事＞     （平成 31年 1月～平成 31年 3月まで） 

 １月      新春茶会 

２月から３月   瀬戸市介護予防教室（運動）：アンチエイジング教室 

          全６回行いました。 

          

 

＜ヒヤリ、事故件数＞  （平成 31年 1月～平成 31年 3月まで） 

 ヒヤリ： ２件   事故： ０件 

 内訳・・・降車時によろめく（１件） 

      歩行時のふらつき（１件） 

 

 

＜介護予防としての取り組み＞ 

  家からなかなか出ない高齢者のための第一歩として活用いただきたいと取り組んでおり、

本来のデイサービスの概念にとらわれず、サロンや喫茶店にでかけるような感覚で介護予防

につなげたいと考えています。 

  作品作りの内容はご自身でカタログから作りたいものを選んでいただいています。 

 また、作品作りテーブルとおやつ作りテーブルに分けて活動することによって、ご自分で意思

決定することを大切にしています。 

 また、「他者貢献」をテーマに、取り組んでいます。 

 ご自分が作成したものをプレゼントして喜んでもらった体験は自分もまだまだやれるという

自信を取り戻していただくことにつながり、心身の元気を取り戻した例もあります。 

 

 また弊社学童の子ども達に毎日手作りおやつを作成することで、自分が頼りにされている、自

分がやらなくてはという役割がある状態につながり、子ども達が喜ぶからと、毎回楽しみに通

ってくださっている方もいらっしゃいます。 

  半日型のデイサービスはリハビリ特化のものが多いため、他者との交わりやとじこもり予

防としてご利用いただく方も増えています。 

 



 

＜大切にしていること＞ 

 ・企業理念、方針に基づき、利用者様の隣に笑顔で座り、ゆっくりお話を聞き、ニーズに応え

ていくこと。 

 ・家からなかなか出られない高齢者が気軽に通えるようにサービスを展開すること。 

 ・介護施設の雰囲気を全面に出さずに内容は介護予防を行うこと。 

 ・家族のようなゆっくりとした時間を一緒に過ごし、一緒に楽しむこと。 

 ・厨房で手作りの温かい食事の提供。 

 ・ご家族様との連絡、関係作り（送迎を介護担当のスタッフで行う） 

 ・カンファレンス、研修、避難訓練を月に一度は必ず行う。（必要に応じて適宜） 

 

  

＜地域に向けての取り組み＞ 

 ・午後は地域の方が集える“お教室型アンチエイジングサロン”として活動しています。 

  内容がわかるカレンダーを作成しており、予約でいらっしゃる方が増えています。 

  今後も魅力のある企画を提供していきます。 

・瀬戸市介護予防教室を開催し、地域の方にも活用いただいています。 

・西陵まつり出展も３回目となり、地域の方の取り組みへの認知度も上がってきています。 

 ・継続して介護予防に特化した活動を行っていきます。 

 

 

＜今後の取り組み＞ 

 ・月に一回、第二土曜日（定休日）を利用し、認知症理解と予防のためのサロン開設の 

  準備を進めています。 

 ・来年度においても瀬戸市介護予防教室を受託でき、多くの方に介護予防に取り組んでいただ

けるように努めていきたいと考えています。 

 

 


